
副看護部長　近藤 八重子
　本年４月にJCHO東京山手メディカルセンターより赴任し、副看護部長を拝命いたしました。未熟者では
ございますがどうぞよろしくお願い申し上げます。
　早いもので赴任してから半年がたちました。相模野病院はJCHOの理念である地域医療・地域包括
ケアの推進にむけて地域包括ケア病棟・訪問看護ステ－ションを立ち上げ、地域の人々が必要とする医療
の提供に力を入れていることを実感しております。
　田中看護部長のもと、患者さん一人ひとりと向き合った質の高い心のこもった看護を提供できるよう、
看護部では様々な取り組みを行っております。その一つに「人財育成と看護職員確保」があります。
私は、これには看護職一人ひとりが、そして、看護部全体が生き生きと輝ける職場であることが必要で
あると考えております。お互いの良さを発見し、認め合い、高め合える風土を創り、そして、これが途絶える
ことのないよう、当院が看護職に選ばれる病院となるよう努力して参りたいと思います。皆様、どうぞ、
ご指導、ご協力よろしくお願い申し上げます。

　はじめまして。栄養管理室です。みなさん、栄養管理室と言うと、どの様な仕事をしているのか御存知
でしょうか？まずは、治療の一環として患者さん一人ひとりに合わせた食事を提供し、適切な栄養管理に
努めています。もう一つは、病態に合わせた食事を継続して頂くために、栄養食事指導を行っています。
今回は、その栄養食事指導について御紹介させて頂きます。近年、ライフスタイルの多様化により高血
圧、糖尿病、脂質異常症、肥満症などの生活習慣病が増えてきています。これらは食生活と密接に関係
しており、治療の一つとして食生活の改善は必要不可欠です。そこで私たち管理栄養士が、生活環境や
生活リズムに応じた、実行しやすく継続できる食事改善を患者さんと一緒になって見つけていきます。
逆に、食欲不振や体重が中々増えない、上手く飲み込みが
出来ない患者さんには、食べやすい食事や栄養補助食品
などの提案をさせて頂きます。栄養食事指導は、退院後も
継続して受けられます。又、外来患者さんでも医師の指示が
あれば、受ける事ができます。希望される方は、まずは
医師にご相談下さい。私たち管理栄養士一同、みなさま
との出会いを楽しみにしてお待ちしています。

　私は緩和ケア認定看護師の相川美帆と申します。よろしくお願いします。
　緩和ケアはがんと診断された時から始める、からだやこころのつらさを
和らげるケアのことを言います。‘終末期のケア’ではありません。がんと
診断された時から人生最期を迎えるその時まで緩和ケアが求められていま
すが、まだ十分とは言えません。
　私は今まで、多くのがん患者さんやそのご家族と関わる中で、本当に
自分は患者さんやご家族の望むケアができているのか悩んでいました。
しかし、専門性を身につけ自信を持って患者さんやご家族へケアの提供を
したいという思いが次第に強くなって緩和ケア認定看護師を目指すように

なり、この度、認定看護師試験に合格することができました。緩和ケアの勉強をすればするほど自分の
知識と技術不足を痛感していますが、患者さんやご家族が望む生活ができるよう精一杯お手伝いして
いきたいと思っています。また、スタッフへの専門的知識や技術の指導を通して、患者さんをサポートする
仲間を増やしていきたいとも考えています。
　療養場所がどこであっても切れ目のない緩和ケアの提供ができるよう、外来、外来化学療法、訪問看護
など他職種と連携した緩和ケアの提供を目指していきたいです。
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患者様やご家族が抱える症状の緩和、不安や悩みを
看護師が一緒に考えサポートさせていただきます。
例えば…

・がんに伴う痛みを和らげてほしい
・化学療法による副作用とその対処法を知りたい
・悪い知らせを聞いた後の気持ちの整理を一緒にして欲しい
・闘病に伴う気持ちを聞いて欲しい
・治療の選択を迷っている　療養場所を迷っている
・患者様をサポートしているご家族の不安や悩みの相談

がん化学療法看護認定看護師　大嶋　美加子
外来化学療法室担当看護師　　角田　妃路美

毎週火曜日 13：00～ 16：00
お 1人 1時間程度　（完全予約制）

担当者 外来日

外来診察ブース
場　所

3 割負担の方は 600円 ／ 1割負担の方は 200円相談料
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Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp
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地域と共に
JCHO

■ 新副看護部長ご挨拶
■ 緩和ケア認定看護師をご紹介します
■ 入院患者さんの栄養食事指導
■ がん患者相談のご案内
■ 救急セミナーを開催しました
■ 秋の市民公開講座を開催いたします
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１．患者第一主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針
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独立行政法人　地域医療機能推進機構

〒252-0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30
TEL：042－752－2025（代）　FAX：042－754－9543（代）
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ご好評いただきました春の市民公開講座に引き続き、
今回もたくさんの皆様のご来院をお持ちしております。

秋の市民公開講座を
　　　　開催いたします

「高齢長寿に必要不可欠！ 高齢者の飲み込みとむせこみ対策」
― 摂食嚥下の検査、胃ろうを含めた嚥下障害の治療 ―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　消化器内科　三枝陽一　医長

平成 29年 11月 10日（金）14：00～　当院 7階講堂

7 月 28日　救急セミナーを開催しました
　前回3月に引き続き、救急隊の方々をお招きして、救急セミナーを開催しました。今回は
ミニレクチャーとして、救急隊の方より「救急隊（救急救命士）の可能な処置・手技について」
お話しいただき、当院からは整形外科松久医師による「整形外科領域の外傷について」の講演を
行いました。その後、救急隊、
当院医師・看護師でのテーブル
ディスカッションでは、搬送
困難症例の検討など、短い
時間ながら、現場の状況に
ついて情報交換・情報共有
をすることが出来ました。
今後も顔の見える連携を続け
ていき、スムーズな救急患者
受入れに生かしていきたい
と思います。

えんげ えんげ


